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町内にほ、 県知事 ガ 6 次の業務の委託 -   

  を 受け、 障害者の福祉などの 相談に応じ ・ 

    る 身体障害者相談員と 知的障害 き 相談 員 

が います。 
  どんな小さなこどでも 結構です。 気軽 

にご相談ください。   

  

  

  

    

ヰ ‥   

笘 Ⅰ 

～「身体障害者相談員」～ 7 月 2 日、 10n 歳を迎えた入江 八ツヱ さん ( 横塚 区 )             
から特別敬老祝金 (50 万円 ) が贈られました。 大江さんは、     明治 32 年何 垣 W 生まれ。 現在は四世代の 7 人で生活していま 

・ 金 す 。 

「母は、 今てもたまに 畑にでて仕事をしたりしています。 身 

(
 
海
老
 

澤
団
 
竹
本
 
兼
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  体を動かしているのが 健康の秘訣だと は 、 います」と長男の 人 
  

  呑 2 8 2 一 0 7 9 8 注文俊さんは 語ってくれました。 
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呑 2 8 2 一 6 1 3 5 /,       Ⅱ 適いて氏 寺 第 
    切 経 、 館 こさ 巧 7 

  公 

"@ 苦を 、 ム " 。 
「 民   

村田 富雄 ( 鍋田 区 @ 
呑 2 8 2 一 2 7 8 0 
、ム、 述べし、・生 委 合 オ 6 口 3 ） 区 公民 えカ 

動 
る 金浦同年 が館 ま さ 

  
  本営 般散 ら至行 ニ 

-[ 相談内容 ] 
  

  のさとさ 展 振の講の様 W 舌に育 わ委年 nl けわ まれポ l す 
0 身体障害者の 地域活動の推進 てれ がれに輿車座公会 た員間 し 、 @ 

すた入た寄 ・ 業 な民てる と 、 た 花ル か 
0 身体障害者の 更生援護 ( 施設入所・補装具       。 も 形 こ有 - 発のど館は広し 公 。 田で l 
日常生活用具なと ) に関する相談や 指導 

0 身体障害者の 更生援護に関する 関係機関と 

の 協力 

0 身体障害者に 対する援護思想の 普及 
  豊かな生活を 振り返って 

ほか           @LU 田 小学校主 而 商業 
    

～ - 「知的障害者相談員」～ ; 
    、 児童は 6 人から 7 人の班をつくっ 

一
ノ
 

）
 

森山多鶴子 ( 海老 澤 E)     
廿 2 8 2 一 5 5 2 3 

O
 

  

( 相談内容 ) 

0 知的障害者の 家庭における 養育・生活に 撰 

する相談・助言・ 指樽 
0 知的障害者の 施設入所・就学・ 就職に関する 

関係機関との 連絡   

0 知的障害者に 対する援護思想の 普及 

ほか 

 
 

 
 

  

て 、 講師の先生の 話に聞き入っていました。 

最後に キ 田モの家 永 篤史先生が「 令 聞いた戦時中の 話と自分たち 

  

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

の 現存の生活を 上 ヒ べて、 も 

う 一度考えて欲しい」と 話 
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アイルランドガ ら 

新 0 ⅠⅠ外国詰指導助手 (4L 丁 ) 
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がやってき きしほ ・ ! 

口 一々・リンチさん   
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November・ 
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「まものさ ね やゆさん 一 「 

島岬 十審辛さん (25 歳・八幡西区， 

今月のさわや ガ さんは、 スポーツも 何 
でもこな す スポーツマンでもあ り、 病院 

でもアイドル 的存在、 看護士島崎さんの 
登場口耳。 

Ⅰ毎日の仕事はどうでヲガ ? 
以前は、 営業の仕事をしていましたが、 困 

た 人のために働く 看護という仕事に、 やりが い 

を 感じています。 囲垣 NO l の看護士を目指し 
ています。 

Ⅰ今、 一番充実している 時は ? 
朝と夜は病院で 働いて、 昼間は看護学校に 通っ 

ています " 休む暇はあ りませんが日々が 充実し 

ています。 

Ⅰ休みの日は 何をしています ガ ? 
火曜日の夜は、 町民テニスコートでテニスを 
して、 水曜日の夜は 町民体育館でバドミントン 
なしています ，あ とビリヤードやスノーボード   

もします。 最近、 ボディーボードに 挑戦しよう 
かと思っています。 

Ⅰ性格は ? 
患者さんからは、 「いいお嫁さん !? になるよ」 
と言 " われます。 ともだちからは 泣き虫と言わⅠⅠ 

ます。 ( 映画「タイタニック」を 観て 号 ・ 泣 し た 

からかなぁ - 。 ) 

Ⅰ岡垣町の印象は ? 
スポーツ施設も 充実し、 自然も段高です。 
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硅 ・ * Ⅴ 千 / 、 弁 

故人は、 胎札 ㈱年 5 月から 昭， 。 ，， 丁 。 。 み "  刃 ， 

学校校長、 昭和 W4 年 4 月から昭和 47 年 3 月まで吉木小 

学校校長として 活躍されました。 

故人の功績をたたえ、 謹んでご冥福をお 祈りします。 
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で 咲 折 甘 友 タア 鵜 ， 弄は 芙 
で き 舐 陽 草 波 の 代 天 
虫 満 の 花 を 立 基 は や 
や ち 四 の岡 払 っ に 独 ,h 
古 て 屹 ぅ 垣 へ 山 伏   セ @ 杖 を す サ は さ 3 と ちし 

き る な目 明 

に ョ 変サ か包句 キぢ   
シ化ダ つ む会子 久 美 -  若 く 金次 
手 工 枝 歳 恵 子 子 丁 - 

  



あ なたの文化感性を 表現してみません ガ   
文 。 ヒ毛憶し可スや ; 柵   

出会い 
岡垣 サンリーアイは、 文化に接しな ガら 自分を見つめ、 さらに ふれあ い 

「もの」を創ることの 喜び・大切さを 感じていただきたいと 考えています。 学び 愛 

このため、 平成 6 年ガ 6 人材育成事業に 取り組み、 総勢 100 人のボランティ 

アガ 活躍しています。 この活動の総称を「 岡 垣内れあ い文化 塾 」と呼んでいます。 

  
  
  
  
  

  

問い合わせ 
このほかにも、 図書館ボランティアは 、 布の絵本製作・ 読み聞かせ・ ㈹ 岡垣 サン @ 」 一 アイ管理公社 
書棚整理と木の 修理などの活動を 行っています。 Q282 一 1515 へ 
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《①の材料 4 人分》 
0 米 ( 2 . 拷ヵッ プ @ 麦 ( 形ヵップ ) 
① 水 ( 3 . 形ヵップ )0 梅干Ⅱ 4 個 ) 
0 酒 ( 大さじ 2 )0 め かり (5 グラム ) 
0 大根菜 (150 グラム ) ①しょうが 
( 5 グラム )0 日 ごま (10 グラム ) 

ぐ ①の作り方》 
① 米と 麦をと ぎ 、 分量の水に 1 

時間くらいひたしておく。 
② f 毎 干しは酒にひたしておく。 
③ ①に②を加えて 炊き、 炊き上 
がったら梅干しの 種をとり、 ゆ 
かりを加えてまぜる。 
                た 大根菜はさっと 熱湯を 
くぐらせ細かく 切る。 しょうが 
はみじん り J り 。 白ご まといっし ょ 

に 鍋で 空 炒りしてふりかけをつ 

くる。 
          盛ったごはんにをふりかける。 

く ②の材料 50 杯分 ) 
0 赤 ・青しそ ( 各 150 クラム )0 さと 
ラ ( 1 キログラム ) ①クエン酸 (30 グ 
ラム ) 

く ②の作り方》 
① 沸膀 した湯にしその 葉を入れ 
4 一 5 分煮てこす。 

② 者汁 にさとうを入れて 者とか 

す 。 
③ クエ ン 酸を入れで、 好みに沖 

める " 

  ③の材料 4 人分シ 
① しそ ジュース ( 2 ヵ ップ )0 本 ( 拷 
カップ ) ①ゼラチン ( 大さじ 1 . メ ) 

く ③の作り方》 
① ジュース、 を温め、 湿らせたゼ 
ラチンを加えで 溶かし、 型に入 
れて固める。 

く メ モ ) 
梅干しは、 疲労回復・腐敗防止 
など健康食品の 王様。 しそ は背か   
ら血噌と 呼ばれ、 造血・殺菌・ 解 

毒作用があ ると言われています。 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

を 杯を道◆ にしな 水な ガ を 
鉄分参木朝 そ 飲よ いこ 道んズコ便毎 あ 

い
し
い
水
を
飲
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に
は
…
 

日
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浄
水
器
を
取
り
付
け
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い
る
家
庭
も
増
え
て
い
 
ま
 す
 。
「
水
を
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て
 外
国
で
の
話
」
と
思
わ
れ
て
い
た
の
は
ひ
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昔
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の
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。
こ
の
よ
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に
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人
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。
 

れ
ば
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健
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向
 ガ
年
マ
 高
ま
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、
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て
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う
え
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、
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す
人
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三
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う
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減
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 大
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性
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 雑
用
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そ
の
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水
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ま
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用
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タ
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も
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が
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，
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な
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溶
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Ⅳ
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㍉
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水
は
雑
菌
が
 

繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
そ
の
日
の
内
に
 

飲
ん
で
、
調
理
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
方
法
が
面
倒
な
ら
浄
水
器
。
塩
 

素
や
有
機
物
を
吸
着
す
る
活
性
炭
と
 
鉄
 

サ
ビ
や
 雑
菌
を
除
く
中
 

健
康
対
策
謀
管
理
栄
養
士
 

大
江
智
子
 

に
 分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
産
は
軟
水
が
 

ほ
と
ん
ど
で
日
本
料
理
や
お
茶
に
向
い
 

て
い
ま
す
。
外
国
産
は
硬
水
が
多
く
、
 

煮
込
み
料
理
や
ス
ー
プ
に
向
い
て
い
ま
 

す
。
 
こ
こ
数
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
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  ナテニ ラルウオー ターミ三知識   
  

  ナチュラル特定水源から 採取した 地ろ過 ・沈殿・加熱殺菌に 限り 処 
理 できる 

ナチュラル       
  ミネラル分の 調整 など   

追水 )   

  

  

O
 



    "   一 " 一   
        

甘
 
*
 
ぢ
 
し
｜
 

 
 Ⅰ
  
 

 
 
よ
ダ
 

 
 

 
 

劇
を
観
て
「
痴
呆
」
 

を
 理
解
し
よ
う
 

中
央
公
民
館
 

 
 「

女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
 

@
 
@
 
Ⅰ
 
く
よ
、
 

｜
 @
 
受
溝
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と
 公
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を
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し
ま
す
。
 

新
制
や
テ
レ
ビ
 
一
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H
K
@
 
で
も
 

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
痴
呆
症
の
親
 

 
 
0
 分
 謹
 珪
肺
 音
 や
元
右
記
 姉
 、
民
生
 

委
貝
 、
保
健
婦
ら
が
自
分
た
ち
の
 
経
 

験
 を
も
と
に
し
た
ム
ロ
本
で
演
じ
て
 活
 

躍
 中
の
、
北
九
州
市
の
 
刺
 同
 
l
 な
ず
 

な
の
会
」
を
招
い
て
行
い
ま
す
。
 

と
き
 
9
 同
 2
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（
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 @
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時
 

か
ら
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で
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こ
ろ
中
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公
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大
会
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問
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央
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事
務
所
 

夜
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に
人
工
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析
に
 よ
 
る
治
療
 

 
 
 
 

患
 患
者
へ
交
通
化
の
一
部
（
月
額
二
 

千
円
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
 

受
給
対
象
者
 

①
福
岡
県
内
一
指
定
都
市
を
除
く
）
 

に
 居
住
し
、
夜
間
に
人
工
透
析
を
受
 

け
て
い
る
人
 

②
腎
臓
機
能
障
害
に
 
2
8
 身
体
陣
吉
 

苦
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
 

③
夜
間
の
人
工
透
析
治
療
回
数
が
一
 

力
月
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回
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上
の
人
 

米
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限
、
所
得
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限
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ど
が
あ
 

り
ま
す
。
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平
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仏
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度
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ト
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加
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せ
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 ガ
 

教
育
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員
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教
育
課
 

一
生
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度
し
か
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成
人
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 ｜
 

楽
し
い
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    氏名 - 住所       選 ・ 任     

新山い、 農業 委 頃 合スタート 1 ● ー @@ 安部乱波 津 l85 一 l 
神谷 博之上燗 5 5 0 

7 月 11 日の農業委員統 - 選挙で無投票により、 11 人の委員が当選さ 鶴田 熊男原 807 

力 Ⅰました。 樋口 新高倉 1 ] 4 1 
学識経験者として 3 人の W 議会議員と農業協同組合から 1 人の推薦 岩崎 圭 黒山 1 383 一 2 

があ り、 それぞれ町長より 選任委員として 委嘱されました。 田原 久雄糖尿 4 3 l 選挙 

改選後最初の 農業委員会総会   
小野 昭次黒山 6 9 4 一 2 

が 7 月 22 日に開かれ、 会長に田               吉田 主税宇野 l 0 l   

原 久雄さんが選出・されました。             品   ・ ハ 麻生 信行吉木 l 7 1 

21 世紀を見すえた 新しい農業 

基本法が 7 月に成立しました。 

農業・農村の 健全な発展のため 

に活躍が期待されます。 

新しい農業委員は 右記のとお 

りです。 

ハ 行 （ 

  

安部雅孝 l 野間 354   

木原孝雄 l 海老 澤 972   

竹井 草 l 手 野 944   

平山 弘 l 山田 l 一 l l R   
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ク 町民武道館 呑 282 一 6 皿 1 ク 中央公民館 呑 282 一 0162 
クい こ い の 里 ・社会福祉協議会 呑 283 一 2940 ク 東部公民館 容 282 一 0035 
ク岡垣サ ゴリーアⅠ 呑 282 一 1515 Ⅰ西部公民館 宕 282 一 7476 
Ⅰシルバ一人材センター 呑 282 一 4688 ク 在宅介護支援 セ ン @ 呑 282 一 5167 

子ど 弓の安全を考えてください 

チャイルドシート 

無料レンタル 
最近、 自動車乗 
車中の幼児の 交通 
死傷事故が増加し 
ています。 今回   

道路交通法が 一部 
改正され、 来年 4 
月から運転中の 自 
悪魔 

動車に乗車させて 
いる 6 歳未満の幼 
児にほチャイルドシート 使用が義務づけ 
られることになりました。 
折屋交通安全協会では、 チャイルド、 ン一 
トの 普及促進を図るために、 効用を体験 
するチャイルドシートの 無料貸し出し 
( 期間は 6 カ月間 ) を行っています。 

申し込み・問い 合わせ 

折屋交通安全協会 
呑 6 0 1 一 1 8 1 8 へ 

  来年小学校へ 入学予定児童の 

保護者の皆さんへ 
来年小学校に 人学する児童の 健康診断 

などを行います。 
該当する児童はもれなく 受診してくだ 

さい。 

なお、 入学に関して 相談を希望する 人、 

または当日欠席する 人ほ双もって 教育委 

員会学校教育課 へ 連絡してください。 

      
  

平成 5 年 4 月 

2 日 - 
平成 6 年 4 月 いこいの 里 9 月 ?9 日 ( 水 ) 
l 日 までに 

生まれた人 

    

囲垣中央幼稚園児                         午後 l 時 30 分 

  保育園児・自宅者・ 町外 通園児 
    午後 l 時 W0 分 
  えびつ 幼稚園児                               午後 2 時 

  囲垣第一幼稚園児                         午後 2 時 20 分 

  
問い合わせ 

  

教育委員会学校教育課 

分煙への御協力のお 願い 

非喫煙者への 受動喫煙を防止するに め 

現在役場庁舎ては 分煙対策を実施しています。   
町民の皆様にもこ 迷惑をおかけしますが、 庁舎内では定めら 

れた喫煙場所で 喫煙していたたくよう、 こ 理解とこ協力をよろ 

しくお願いいたします。 
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三 @%                                   

展示期間 l2 月 8 日 ( 水 ) ～ l2 月 l2 日 @ 口 ) 午前 l0 時～午後 5 時まで 

展示会場 ゥ ローバーフラ サ 大木一ル ( 春日市原町 ) 

応募条件 県内に住んでいる l5 歳以上の障害者 て 、 素人。 出品点数 

は 、 l 人 l 点 限りです。 

Ⅹ共同 て 制作され 仁 作品でも結構です。   
応募部門 絵画、 書、 写真、 彫刻・彫塑、 陶芸、 工芸の 6 部門 

申込締切目 9 月 30 日 ( 木 ) 

Ⅹ申込書は、 役場福祉 諜 高齢対策 体 もしくは 町 社会福祉協議会の 窓 

口 に置いてあ ります。 

問い合わせ 県社会福祉協議会地域福祉部 宕 092-584-3377 へ 

禽
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9  月 10 

。 一 " 。 。 " " 一 " 。 。 --           
キ "   

        

  

～第 23 回町民文化祭の 出場者を募集しています ～ 

日ごろ練習したこと、 創作したものを 勇気を出して 発表するこきです。 

町民の皆さんの 多数の参加をお 待ちしています。 

き と 10 月 舶日 U 土 ) ～ @ 同 3 日 ( 水 ) Q 申込期間 

ところ 岡垣 ワンリーアイ 9 月 l 田水 ) ～Ⅱ 日 ( 火 ) まで、 また作品の郎は 、 

Ⅹ社交タンス は 中央公民館で 行います。 日 ( 金 ) ～ 24 日 ( 金 ) までて す 。 

） 0 募集部門 Ⅹ申込用紙は、 下記の公民館に 置いています。 

・作品の部 書道、 陶芸、 絵画、 俳句、 工芸なと 

，芸能の部 日舞、 民謡、 三味線、 詩吟、 タン スなと 
・歌唱の蔀 コーラス、 愛唱歌 

  歌謡の部 演歌、 フ オ ー ウソ ンウ 、 ポピュラ一なと 申し込み・問い 合わせ 

  ハザ 一の 部 食ぺ物 、 加工品 中央公民館・ 東部公民館 へ 
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相談の種類   相談員 相談 日   相談時間 l 

 
 一
プ
 

 
 
 
 

談
 ㏄
 口
 

柏
容
ク
 

本
コ
・
・
 

 
 
齢
話
接
 

高
 竜
田
 

一 - 一 """  ユ 一     
一般相談 申日 き % 員 穴一日曜日 よ 00 一 l6.00   

書 法律相談 弁護士 水曜日 13.00 一 Ⅰ 6:00 

医 g 市 木曜日 Ⅰ 2:00 一 Ⅰ 4:00 

円相談 医療相談 年金相談社会保険労務士金曜日 10"00 一 16:00 

高齢者無料職業紹介所 相談員   穴一日曜日 9 皿 0-l6 ヵ 0 

パパ・ママセニ 歌 お Ⅰ う Ⅱ 

Ⅰ岡垣町少年少古音楽祭」 
出演者募集 

ⅠⅢ @  呆るⅡ同 23 日、 
，毎年恒例の「囲垣   

  が岡垣サ ンリーア 

            イで 開催されます。   
「 t Ⅰちお父さんのギター 

伴奏てお母さんと テニェソト 、 お母さん 

のピアノでフルートソロ、 家族でコーラ 

ス、 ステージで歌ったことがな い ので、 

せひ 、 お兄ちゃんお 姉ちゃんといっしょ 

に歌ってみたいなと、 あ なたの夢をかな 

えます。 

応募締切目 9 月 lh 日 [ 水 ) 

申し込み・問い 合わせ 
岡垣町少年少女音楽祭 
実行委員長 窪田和彦 
容 2 8 3 一 24 0 7 へ 

下水道利用のお 願い ! 

W 内 各所に下水を 汲み上げるための、 
マンホールボン ブ を 設冠 しています " 

妓近 、 このマンホールボン プ に異物 

( 卜若 類など ) が詰まり、 停止．してしま 

う事故が多発しでいます ， ご v)-7 ンポー 

ルボン フ に異物が詰まると、 皆さんのご 

家庭に逆流する 可能性もあ ります。 
掌故発生後は 復旧作 笑に 努めでいます 

が、 ヰ故防止のために、 甘さんも下水道 

! こ 異物を流さないように、 ご 理解とご協 

力をお願いします。 
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初回 ん に し と れい瑞 る の         ま しに て 、 と こ 
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